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一
　

問
題
の
所
在

中
世
に
簇
出
し
た
各
種
の
註
釋
言
說
の
文
脉
は
、
多
種
多
樣
な
〝
ア

ナ
ロ
ジ
ー
思
考
（
想
起
・
喚
起
・
連
環
）〟
で
綵
ら
れ
て
い
る（

１
）。『

日
本
書

紀
』
神
代
卷
を
基
調
と
し
た
中
世
神
衟
說
や
神
話
註
釋―

―
〈
中
世
神

話
〉
あ
る
い
は
〈
中
世
日
本
紀
〉
と
稱
さ
れ
る
言
說
群
も
ま
た
例
外
で

は
な
い（

２
）。

な
か
ん
ず
く
、「
神
代
」
す
な
わ
ち
天
地
開
闢
以
降
、
國
常
立
尊
よ

り
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
に
い
た
る
「
天
神
七
代
」、
天
照
大
神
か
ら

鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
に
い
た
る
「
地
神
五
代
」
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
「
天

七
星
」「
地
五
行
」
を
比
定
さ
せ
た
言
說
は
、
中
世
神
衟
說
の
𧰼
徵
的

な
定
型
句
と
し
て
廣
く
共
有
さ
れ
た
所
說
で
あ
る
。
ま
ず
は
代
表
的
な

事
例
を
一
括
提
示
し
て
お
く
。

『
大
和
葛
城
寶
山
記
』「
星
者
日
氣
所
生
。
故
其
字
、
日
與
レ
生
爲

レ
星
也
。
五
星
者
、
經
津
主
、
磐
筒
々
男
神
等
應
變
也
。〈
謂
天
神

七
代
神
、
則
天
七
星
。
地
神
五
代
、
則
地
五
行
來
也（

３
）。〉」

『
天
地
麗
氣
記
』「
天
神
七
葉
者
、
過
去
七
佛
轉
抂
二
天
七
星
一。
地

神
五
葉
者
、現
在
四
佛
加
二

–

增
舍
那
一
爲
二
五
佛
一、化
成
二
地
五
行
神
一。

供
二

–

奉
十
六
葉
大
神
一、
大
小
尊
神
賢
劫
十
六
尊
也（

４
）。」

『
天
地
麗
氣
府
錄
』
天
神
七
代
次
第
「
夫
天
神
七
代
、
謂
二
天
七
星
一

也
。
地
神
五
代
、
謂
二
方
五
行
神
一
矣
。
過
現
未
三
劫
成
佛
、
法
報

應
三
身
久
遠
正
覺（

５
）

云
云
。」

『
兩
宮
形
文
深
釋
』
神
代
本
緣
深
釋
下
「
天
神
七
代
、夫
天
七
星
、

地
神
五
代
、
亦
言
二
五
行
神
一
也
。
過
現
未
三
劫
成
佛
、
法
報
應
三

　
　
　

「
天
神
七
代
」
を
め
ぐ
る
言
說
史
・
再
勘―

神
話
註
釋
の
視
座
か
ら―

原
　
　
　

克
　

昭



「
天
神
七
代
」
を
め
ぐ
る
言
說
史
・
再
勘
（
原
）

（ 25 ）

身
久
遠
正
覺
矣（

６
）。」

『
神
祇
祕
鈔
』
卷
上
・
天
地
立
相
幷
神
衟
等
事
「
所
謂
、
天
神
七

代
天
之
七
星
、
地
神
五
代
者
地
之
五
行
也（

７
）。」

『
日
本
得
名
』「
天
神
七
代
天
七
星
、
地
神
五
代
地
五
行（

８
）。」

『
神
代
卷
祕
決
』
卷
一
・
天
神
地
神
品
第
一
「
日
本
紀
神
代
卷
之

祕
決
、
引
二
弘
法
釋
一
云
、
天
神
七
代
者
、
指
二
天
七
星
一
言
也
。

亦
名
二
過
去
七
佛
一
也
。又
云
二
七
佛
藥
師
一
是
也
。能
々
可
レ
祕
レ
之
。

已
上
七
代
畢
。」
／
同
・
天
照
太
神
品
第
二
「
地
神
五
代
者
、
指
二

地
五
行
一
言
也
。
又
眞
言
五
佛
也（

９
）。」

こ
の
よ
う
に
列
擧
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、「
天
神
七
代
＝
天
七

星
＝
過
去
七
佛
＝
七
佛
藥
師
」
說
（
傍
線
部
）
お
よ
び
「
地
神
五
代
＝

地
五
行
＝
賢
劫
五
佛
・
眞
言
五
佛
」
說
は
、「
天―
地
」「
神―

佛
」
を

め
ぐ
る
相
關
關
係
に
つ
き
、「
七
／
五
」
の
連
想
契
⺇
に
よ
る
一
對
一

對
應
で
結
ぶ
單
線
的
な
所
說
に
す
ぎ
な
い
印
𧰼
を
受
け
る
か
も
し
れ
な

い
。
は
た
し
て
、
こ
う
し
た
類
推
思
考
が
、
次
節
の
ご
と
く
近
世
以
降

に
中
世
神
衟
批
判
の
恰
好
の
標
的
と
な
っ
て
ゆ
く
。

た
し
か
に
、
類
推
思
考
に
富
ん
だ
中
世
神
衟
說
に
實
證
性
を
求
め
れ

ば
、荒
唐
無
稽
の
一
言
で
舍
𧰼
さ
れ
か
ね
な
い
殆
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
よ
う
な
言
說
が
指
向
さ
れ
享
受
さ
れ
て
き
た
思

想
史
的
文
脉
ま
で
も
不
問
に
附
す
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
中
世
神
衟
說

の
定
位
に
は
、〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
と
實
證
學
と
の
際
ど
い
あ
わ
い

に
思
想
的
磁
場
を
見
据
え
、
そ
の
非
合
理
性
に
潛
在
す
る
〝
中
世
の
論

理
〟
の
再
發
見
が
重
要
課
題
と
な
る（

（（
（

。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
中
世
神
衟
說
硏
究
の
一
斑
と
し
て
、
前
提
化
さ

れ
た
「
天
神
七
代
」
說
の
再
檢
證
を
は
か
る
。
改
め
て
初
代
・
國
常
立

尊
よ
り
第
七
代
・
諾
冉
二
尊
に
い
た
る
「
天
神
七
代
」
說
を
主
題
化
し
、

中
世
と
近
世
の
斷
續
性
も
視
野
に
、
神
話
註
釋
お
よ
び
諸
文
藝
の
讀
解

調
査
を
通
し
て
〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
（
想
起
・
喚
起
・
連
環
）〟
の
思
想

史
的
展
開
を
解
明
す
る
布
石
と
し
た
い
。

二
　

硏
究
史
槪
觀
お
よ
び
視
座
の
設
定

ま
ず
は
豫
備
的
考
察
と
し
て
、
前
揭
の
中
世
神
衟
說
と
し
て
の
「
天

神
七
代
／
地
神
五
代
」
說
に
對
す
る
近
世
諸
家
の
認
識
狀
況
を
點
描
し

て
お
く
。

山
崎
闇
齋
［
一
六
一
八―

一
六
八
二
］
の
編
著
『
大
和
小
學
』
で
は
、

抑
七
代
の
內
、
五
代
を
五
行
の
神
な
り
と
い
へ
る
は
、
神
皇
實
錄

の
說
也
。
七
代
の
尊
號
に
つ
ゐ
て
義
を
取
れ
る
は
、
釋
日
本
紀
の

說
な
り
。
い
づ
れ
も
口
傳
あ
る
事
に
や（

（（
（

。

と
記
す
。『
日
本
書
紀
』
神
代
卷
硏
究
も
手
懸
け
た
だ
け
あ
っ
て
、
一

槪
に
否
定
す
る
わ
け
で
な
く
文
證
が
確
認
さ
れ
れ
ば
「
口
傳
」
と
し
て
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認
知
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
そ
れ
が
、本
居
宣
長［
一
七
三
〇―

一
八
〇
一
］

『
古
事
記
傳
』
に
い
た
る
と
、「
天
神
七
代
／
地
神
五
代
」
說
は
俄
か
に

中
世
神
衟
說
の
論
駁
對
𧰼
と
し
て
措
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

又
後
世
に
、
此

ノ
七
代
を
天
神
七
代
と
申
し
、
後

ノ
五
代
を
地
神

五
代
と
申
す
な
る
は
、
い
か
な
る
を
こ
の
者
の
云

ヒ
初ソ

メ

つ
る
こ
と

に
か
、
更
に
事
の
由
を
も
考
へ
ず
、
た
ゞ
に
强シ

ヒ

て
天
と
地
と
に
配ア

テ

む
と
て
の
漫ミ

ダ
リ

說ゴ
ト

な
る
を
、
世
に
普
く
云
な
れ
て
、
そ
の
い
み
じ

き
非

ヒ
ガ
コ
ト

な
る
こ
と
を
辨
へ
た
る
人
も
を
さ
〳
〵
聞
え
ぬ
は
、
い

か
に
ぞ
や
。
…
…
か
ゝ
れ
ば
、
天
神
七
代
地
神
五
代
と
申
す
は
、

返カ
ヘ
ス

々〴
〵

當ア
タ

ら
ぬ
妄ミ

ダ
リ

稱ゴ
ト

と
知

ル
べ
し
。
又
此

ノ
七
代
五
代
を
、
天

ノ
七

星
地

ノ
五
行
に
𧰼カ

タ
ド

る
と
い
ひ
、
或
は
易
の
八
卦
と
云
物
に
配ア

當テ

て

說
ク

た
ぐ
ひ
は
、
耳
に
觸フ

レ

聞キ
ク

も
穢ケ

ガ
ラ

は
し
く
な
む
。（
三
之
卷
「
神
代

一
之
卷
・
神
世
七
代
の
段（

（（
（

」）

『
古
事
記
』
へ
と
原
典
囘
歸
し
た
宣
長
の
眼
に
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代

卷
を
基
調
と
し
て
〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
に
依
據
し
た
「
天
神
七
代
」

說
は
、
た
し
か
に
「
漫ミ

ダ
リ

說ゴ
ト

」「
返カ

ヘ
ス

々〴
〵

當ア
タ

ら
ぬ
妄ミ

ダ
リ

稱ゴ
ト

」
で
あ
り
「
耳
に

觸フ
レ

聞キ
ク

も
穢ケ

ガ
ラ

は
し
く
」
あ
る
言
說
と
し
か
映
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
同
樣
の
見
解
が
「
天
神
七
代
」
說
を
收
載
し
た
『
麗
氣

記
』
批
判
へ
と
仕
向
け
ら
れ
た
の
も
自
然
の
趨
勢
と
い
え
る
。

或
密
家
の
僧
曰
、
麗
氣
記
は
古
書
に
し
て
世
に
行
は
る
。
然
れ
ど

も
、
弘
法
の
筆
と
も
覺
え
ず
。
性
靈
集
等
に
引
く
ら
べ
見
る
に
文

字
拙
し
。
こ
れ
麗
氣
灌
頂
の
書
を
本
と
し
て
、
後
大
師
に
附
記（

託
）し

て
作
る
所
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。
予
彼
麗
氣
灌
頂
の
切
紙
ど
も
見

し
に
、
さ
も
有
る
べ
き
事
也
。（
天
野
信
景
［
一
六
六
三―

一
七
三
三
］

『
鹽
尻
』
卷
之
十
四

（
（（
（

）

カ
ノ
謂イ

ハ

ユ
ル
兩
部
神
衟
ト
云
ハ
、
コ
ノ
金
胎
兩
部
ノ
旨
ヲ
、
神
衟

ノ
事
實
ニ
習
合
シ
テ
造ツ

ク

リ
立
テ
、
神
ハ
佛
ノ
垂
跡
、
佛
ハ
神
ノ
本

地
ヂ
ャ
ト
云
テ
、
世
ヲ
欺ア

ザ
ム

キ
人
ヲ
誑タ

ブ
ラ

カ
シ
タ
モ
ノ
ヂ
ャ
。
サ
テ

其
書
ハ
、
マ
ヅ
古
ク
ハ
天
地
麗
氣
記
ト
云
モ
ノ
十
八
卷
四
本
。
コ

レ
ハ
始
メ
ニ
空
海
撰
ト
有
ル
ガ
、
天
野
信
景
ガ
說
ニ
、
コ
レ
ハ
麗

氣
灌
頂
ノ
書
ナ
ド
ヲ
本
ト
シ
テ
、
後
人
ノ
空
海
ニ
託
シ
テ
僞イ

ツ
ハ

リ

作
ッ
タ
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
ト
云
タ
ガ
、
實
ニ
サ
ウ
ト
見
エ
テ
、
末
ノ

處
ヘ
行
テ
ハ
、
空
海
ノ
言

ノ
タ
マ
ハ

ク
ナ
ド
ト
云
コ
ト
モ
ア
ル
カ
ラ
、
空

海
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
ナ
レ
ド
モ
、
何
レ
空
海
ガ
說
ヲ
受
ツ
イ
デ
、
兩

部
神
衟
ヲ
弘
メ
ン
ト
ス
ル
奴ヤ

ツ

ノ
作
ッ
タ
モ
ノ
ト
ハ
見
エ
ル
。（
平
田

篤
胤
［
一
七
七
六―

一
八
四
三
］『
俗
神
衟
大
意（

（（
（

』）

「
天
神
七
代
／
地
神
五
代
」
說
を
梃
子
に
「
麗
氣
灌
頂
」
か
ら
派
生
し

た
『
麗
氣
記
』
を
「
世
ヲ
欺ア

ザ
ム

キ
人
ヲ
誑タ

ブ
ラ

カ
シ
タ
モ
ノ
」
と
し
て
《
僞

書
》
と
看
做
す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
近
世
諸
家
に
よ
る
認
識
を
中

世
神
衟
の
反
措
定
と
し
て
、
ひ
と
し
な
み
に
思
想
史
的
槪
觀
す
る
だ
け
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で
は
得
策
と
は
い
え
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
天
神
七
代
／
地
神
五
代
」

と
い
う
神
話
槪
念
お
よ
び
「
麗
氣
灌
頂
」
の
營
爲
と
『
麗
氣
記
』
に
對

す
る
近
世
諸
家
の
發
言
は
、
ひ
と
た
び
視
點
を
轉
換
さ
せ
た
と
き
、
中

世
神
衟
說
の
本
領
を
逆
照
射
し
た
所
說
と
し
て
讀
み
返
す
こ
と
も
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
近
年
の
日
本
思
想
史
硏
究
の
新
視
角
と
し
て
〈
近
世
神
話
〉

論
が
提
唱
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。〈
中
世
神
話
〉
と
結
節
さ
せ
る
こ
と
で
〈
近

世
神
話
〉
の
差
異
化
・
特
化
を
は
か
る
提
言
と
し
て
註
目
さ
れ
る
が
、

〈
近
世
神
話
〉
＝
『
古
事
記
傳
』
と
い
う
宣
長
絶
對
主
義
や
宣
長
か
ら

篤
胤
へ
と
い
う
搖
る
ぎ
な
き
近
世
思
想
史
觀
は
拂
拭
さ
れ
て
い
な
い
憾

み
が
あ
る
。〈
中
世
神
話
〉―

〈
近
世
神
話
〉
と
い
う
系
譜
的
な
日
本

思
想
史
パ
ラ
ダ
イ
ム
志
向
の
陷
穽
を
乘
り
越
え
る
に
は
、
な
に
よ
り
も

近
世
に
批
判
對
𧰼
と
さ
れ
た
言
說
を
改
め
て
見
極
め
、
そ
こ
か
ら
中
世

神
衟
說
の
形
成
過
程
を
闡
明
す
る
手
懸
か
り
を
さ
ぐ
り
あ
て
る
視
座
が

必
要
と
な
る
。
以
下
で
は
、
近
世
諸
家
の
批
判
に
曝
さ
れ
た
「
天
神
七

代
」
說
に
焦
點
を
絞
り
、
そ
の
神
話
註
釋
の
諸
相
と
そ
こ
で
展
開
さ
れ

た
〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
の
思
想
史
的
內
實
を
言
說
史
と
し
て
捉
え
返

し
て
ゆ
く
。

三
　

中
世
の
神
話
註
釋
に
み
る
「
天
神
七
代
」
說

中
世
神
衟
說
と
し
て
前
提
化
さ
れ
た
「
天
神
七
代
＝
天
七
星
」
說
は
、

神
話
註
釋
の
文
脉
で
ど
の
よ
う
に
再
解
釋
さ
れ
て
い
た
か
。
ま
ず
は
、

比
叡
山
の
學
匠
・
良
遍
（
生
歿
年
未
詳
）
の
「
講
述―

傳
授
」
に
か
か

る
神
話
註
釋
『
神
代
卷
私
見
聞
』（
應
永
三
十
一
年
［
一
四
二
四
］）
の
所

說
か
ら
繙
い
て
み
る
。

一
、
七
代
事
　

示
云
、
天
神
七
代

ト
者
、
我
等

ガ
本
命
七
星

ノ
躰
也
。

則
七
佛
藥
師
、
七
草
、
可
レ
合
レ
之
。
但
、
於
二
此
七
代
一、
羅
烈
・

含
納

ノ
二
義
在
レ
之
。
羅
烈

ト
者
、七
代
次
第
如
レ
常
。
含
納

ニ
ハ

、

還
源
・
降
臨

ノ
二
義
在
レ
之
。
還
源

ノ
時
、
國
常
立

ノ
尊
所

ニ
七
代
在

レ
之
。
降
臨

ノ
時
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
尊

ノ
所

ニ
七
代
共

ニ
有
レ
之
。

可
レ
思
レ
之
。（
卷
上
・
第
一
五
條

（
（（
（

）

本
條
の
眼
目
は
、「
天
神
七
代
」
說
に
「
羅
烈
」「
含
納
」
の
二
義
を
立
て
、

さ
ら
に
「
含
納
」
の
裡
に
「
還
源
」「
降
臨
」
を
立
て
る
重
義
の
祕
說

に
あ
る（

（（
（

。
そ
の
解
釋
の
內
實
は
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
だ
が（

（（
（

、
要
約
す

れ
ば
槪
ね
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。「
羅
烈（

列
）

」
は
天
神
初
代
・
國
常
立
尊

か
ら
七
代
・
諾
冉
二
尊
ま
で
を
順
に
竝
べ
立
て
る
常
途
の
解
釋
、「
含
納
」

は
七
代
中
の
一
神
に
諸
神
を
麭
攝
さ
せ
る
解
釋
と
な
る
。
そ
し
て
「
含

納
」
に
つ
き
、
遡
源
し
て
初
代
・
國
常
立
尊
に
含
め
納
め
る
と
「
還
源
」
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の
理
解
、
降
っ
て
七
代
・
諾
冉
二
尊
に
含
め
納
め
る
と
「
降
臨
」
の
理

解
と
な
る
。
こ
の
重
義
的
な
「
天
神
七
代
」
說
註
釋
の
意
圖
す
る
と
こ

ろ
は
、『
神
代
卷
私
見
聞
』
の
次
條
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。

一
、
還
源
・
降
臨
事
。
示
云
、
神
書

ト
者
、
此

ノ
二

ニ
讀
叶
ヘ
ル
ヲ

爲
レ
本
。
還
源
反
本

ト
者
、
初

ヲ
爲
レ
初

ト
本

ト
義
也
。
譬

バ
、
我
等

ガ

源
ヲ

尋
ル

時
、
尋
レ
父
尋
レ
祖

ヲ
乃
至
國
常
立

ノ
尊

ヘ
尋
入
也
。
此
國
常

立
尊

ト
者
、
阿
字
本
不
生

ノ
體
也
。
是

ヲ
還
二
皇
太
神

ノ
處
一
云
也
。

此
皇

ノ
字

ヲ
バ

、
覺
大
師
御
釋
、
皇

ト
者
、
則
無
相
無
爲

ノ
義
、
第
九

本
源

ノ
義
也

ト
判

ジ
玉
ヘ
リ

。
仍

テ
尋
ネ
ス
テ
歸
二
本
不
生

ノ
一
理
一。
是

還
源

ノ
義
也
。
降
臨

ト
者
、
此
國
常
立
尊

ヨ
リ

來
リ

テ々
我
等

ト
顯

ル
名

タ
ル

不
動
神

ノ
義
也

云
云
。
此
二

ノ
筋
ナ
ラ
デ
ハ
、
神
書

ニ
ハ

之
レ
無

云
云
。

（
卷
上
・
第
一
六
條

（
（（
（

）

「
神
書
」
で
あ
れ
ば
「
還
源
」「
降
臨
」
の
二
義
に
讀
み
适
わ
な
い
こ
と

は
な
い
と
し
、う
ち
「
還
源
反
本
」
は
始
原
へ
の
遡
乁
を
本
義
と
す
る
。

「
我
等
」
の
存
在
を
遡
尋
し
て
ゆ
け
ば
、
必
然
的
に
天
神
初
代
・
國
常

立
尊
に
た
ど
り
つ
く
よ
う
に
、「
我
等
」
が
「
還
源
反
本
」
し
た
究
極

の
姿
は
國
常
立
尊
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
解
す
る
。
さ
ら
に
、
密
敎
の
根

本
義
「
阿
字
本
不
生
」、
迷
妄
を
離
れ
た
純
淨
の
根
本
識
「
第
九
本
源

（
阿
摩
羅
識
・
無
垢
識
・
淸
淨
識
）」
を
以
て
再
解
釋
す
る
こ
と
で
「
心
」

と
い
う
內
面
性
に
集
約
す
る
。
そ
の
反
轉
形
と
し
て
、
始
原
た
る
國
常

立
尊
よ
り
天
神
七
代―

地
神
五
代
へ
と
「
降
臨
」
す
る
こ
と
で
「
形
相

麁
顯
」な
る「
我
等
」の
存
在
を
認
め
る
理
解
で
あ
る（

（（
（

。
中
世
に
あ
っ
て
、

『
日
本
書
紀
』
の
神
話
言
說
は
單
に
遙
か
な
る
「
古
代
」
の
神
話
で
は

な
く
、
む
し
ろ
悠
遠
な
る
古

い
に
し
へ

か
ら
當い

時ま

に
い
た
る
共
時
的
時
空
と
認

識
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、單
線
的
で
連
續
的
な
通
時
性
で
は
な
く
、「
心
」

と
い
う
囘
路
を
經
て
古

い
に
し
へ

と
當い

時ま

を
重
疊
さ
せ
た
輻
輳
的
な
共
時
性
が

追
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
古

い
に
し
へ

た
る
「
天
神
七
代
」
と
當い

時ま

の
「
我
等
」
を
つ
な
ぐ
囘

路
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
の
が
、
前
揭
『
神
代
卷
私

見
聞
』
卷
上
・
第
一
五
條
で
前
提
と
さ
れ
た
傍
線
部
の
一
節
「
天
神
七

代
ト

者
、
我
等

ガ
本
命
七
星

ノ
躰
也
。
則
七
佛
藥
師
、
七
草
、
可
レ
合
レ
之
」

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
天―

地
」「
神―

佛
」
と
「
衆
生
（
我
等
）」
を

め
ぐ
る
相
關
關
係
の
う
ち
に
、「
我
等

ガ
本
命
七
星
」
お
よ
び
「
七
草
」

を
媒
介
と
し
て
連
環

0

0

す
る

0

0

〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
が
巧
み
に
⺇
能
し
て

い
る
と
看
取
さ
れ
る（

（（
（

。

「
七
佛
藥
師
」

　
　

「
本
命
七
星
」

「
七
草
」

「
我
等
」

「
天
神
七
代
」

「
羅
烈
」

「
降
臨
」

　
　
　
　

「
含
納
」

「
還
源
」
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う
ち
、「
天
七
星
」
こ
と
北
斗
七
星
が
衆
生
の
生
年
の
干
支
に
據
る

本
命
星
（
屬
星
）
と
し
て
認
識
さ
れ
、
平
安
以
降
に
廣
く
浸
透
し
た
信

仰
で
あ
っ
た
こ
と
は
週
知
の
と
お
り
で
あ
る（

（（
（

。
こ
こ
で
註
目
さ
れ
る
の

は
、「
本
命
七
星
」
と
倂
せ
て
「
七
草
」
が
介
在
し
て
い
る
點
で
あ
る
。

も
と
よ
り
「
七
」
の
連
想
契
⺇
か
ら
想
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
「
七
草
」

が
、
ど
の
よ
う
な
經
緯
で
言
說
化
さ
れ
「
天
神
七
代
」
說
と
し
て
再
布

置
さ
れ
た
の
か
を
問
い
質
す
必
要
が
あ
る
。

四
　

「
七
草
」
說
の
再
檢
證

　
　
　

―

和
歌
文
藝
・
有
職
故
實
の
言
說
か
ら

日
本
に
お
け
る
「
七
草
」
と
い
え
ば
、さ
し
づ
め
「
春
の
七
草
」「
秋

の
七
草
」
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
、「
天
神
七
代
」
說

に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
「
七
草
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。
同
じ

く
良
遍
の
講
述
に
か
か
る
神
話
註
釋
『
日
本
書
紀
聞
書
』（
應
永
二
十
六

年
［
一
四
一
九
］
講
述
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
正
月
七
草
之
事
。
芹セ

リ

・
五
行
・
タ
ビ
ラ
コ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・
鈴ス

ヽ

代シ
ロ

ツ玉
シ

・
佛
ノ
座
・
薺ナ

ツ
ナ

　

此
七
草
者
、
一
切
衆
生

ノ
疾
患

ヲ
除

カ
ン
カ

爲

ニ
、
天

ノ
七
星
、
化

シ
テ

成
二
七
草
一。
尤
可
二
信
用
一。（
卷
第
二
・
第
二
五

四
條

（
（（
（

）

當
該
條
文
よ
り
、神
話
註
釋
の
文
脉
で
想
定
さ
れ
た
の
は
「
正
月
七
草
」

つ
ま
り
「
春
の
七
草
」
で
あ
る
と
諒
解
さ
れ
る
。
そ
れ
が
「
一
切
衆
生

ノ
疾
患
」
を
除
去
す
べ
く
、「
天
七
星
」
か
ら
化
生
し
た
も
の
と
解
釋
す

る
。「
秋
の
七
草
」
が
觀
賞
仕
樣
の
「
な
な
く
さ
の
は
な
」
と
し
て
、

夙
く
奈
良
朝
期
に
選
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
『
萬
葉
集
』
山
上
憶
良
詠

歌
か
ら
確
認
さ
れ
る（

（（
（

。
と
こ
ろ
が
、「
春
の
七
草
」
に
關
し
て
は
、
賞

味
用
と
し
て
の
春
菜
摘
み
と
し
て
の
慣
習
は
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、

そ
の
起
源
や
具
𧰼
化
の
經
緯
は
未
詳
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
こ
で
、
改
め

て
「
春
の
七
草
」
說
を
め
ぐ
る
形
𧰼
化
お
よ
び
言
說
化
の
展
開
相
を
再

調
査
し
て
お
く
。

ま
ず
、
和
歌
文
藝
の
文
脉
か
ら
「
春
の
七
草
」
に
ま
つ
わ
る
詠
歌
を

探
査
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る（

（（
（

。

　
　

正
月
七
日
、
わ
か
な
人
に
や
る
と
て

か
す
が
の
の
け
ふ
な
な
く
さ
の
こ
れ
な
ら
で
君
を
と
ふ
日
は
い
つ

ぞ
と
も
な
し
（『
赤
染
衞
門
集
』
四
七
七
）

　
　

む
つ
き
の
七
日
、
中
宮
亮
仲
實
が
も
と
へ
、
な
な
く
さ
の
な
、

　
　

つ
か
は
す
と
て
よ
め
る

を
か
み
河
む
つ
き
に
は
ゆ
る
ゑ
ご
の
う
ね
を
つ
み
し
な
へ
て
も
そ

こ
の
み
た
め
ぞ

　
　

返
し
　

仲
實
朝
臣

心
ざ
し
ふ
か
き
み
た
に
に
つ
み
た
め
て
い
し
み
ゆ
す
り
て
あ
ら
ふ
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ね
ぜ
り
か
（『
散
木
奇
歌
集
』
二
六
・
二
七
）

　
　

人
の
も
と
へ
わ
か
な
に
そ
へ
て
つ
か
は
し
け
る

君
が
た
め
夜
ご
し
に
つ
め
る
な
な
草
の
な
づ
な
の
は
な
を
み
て
忍

び
ま
せ
（『
散
木
奇
歌
集
』
三
二
）

「
正
月
七
日
」
の
若
菜
摘
み
を
詠
む
が
、
漠
然
と
し
た
「
な
な
く
さ
」

あ
る
い
は
「
ね
ぜ
り
・
な
づ
な
」
な
ど
單
發
で
草
花
が
散
見
す
る
に
と

ど
ま
り
、
平
安
～
院
政
期
に
は
未
だ
「
七
草
」
の
具
𧰼
化
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
そ
れ
が
、
鎌
倉
期
以
降
、
慈
圓
［
一
一
五
五―

一
二
二
五
］『
拾

玉
集
』
あ
た
り
か
ら
、「
七
草
」
の
複
數
種
を
列
擧
し
て
詠
み
込
む
趣

向
の
萠
芽
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

け
ふ
ぞ
か
し
な
づ
な
は
こ
べ
ら
せ
り
つ
み
て
は
や
な
な
く
さ
の
お

も
の
ま
ゐ
ら
む
（『
拾
玉
集
』
二
三
〇
〇
）

今
日
ぞ
か
し
な
づ
な
は
こ
べ
ら
芹
摘
み
て
は
や
七
草
の
お
と
の
ま

ゐ
ら
む
　

慈
鎭

草
の
名
は
な
づ
な
は
こ
べ
ら
芹
ご
ぎ
や
う
す
ず
し
ろ
た
び
ら
こ
佛

の
ざ
（
冷
泉
爲
秀
『
三
百
六
十
首
和
歌
』
七
・
八
）

せ
り
な
づ
な
ご
ぎ
や
う
は
こ
べ
ら
佛
の
ざ
す
ず
な
す
ず
し
ろ
是
は

七
種

け
ふ
つ
む
や
　

秋
の
七
種
　

花
ざ
か
り
（
傳

燈
『

燈
庵
袖
下
集
』

一
九
・
二
〇
）

芹
ご
ぎ
ゃ
う
な
づ
な
た
び
ら
こ
佛
座
す
ゞ
な
す
ゞ
し
ろ
こ
れ
ぞ
七

草
（
傳
二
條
良
基
『
藏
玉
和
歌
集
』）

こ
の
よ
う
に
、
夙
く
定
着
化
し
た
「
秋
の
七
草
」
と
は
異
な
り
、
固
有

の
草
花
が
比
定
さ
れ
な
い
「
春
の
七
草
」
だ
が
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
ご

ろ
に
は
「
秋
の
七
草
」
と
の
對
照
意
識
も
與
っ
て
次
第
に
選
定
志
向
へ

と
展
開
し
た
流
れ
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
こ
の
展
開
相
を
よ
り
明

瞭
に
輪
郭
づ
け
る
べ
く
、
ひ
き
つ
づ
き
有
職
故
實
の
文
獻
を
繙
い
て
み

た
い
。

正
月
の
若
菜
摘
み
に
關
連
す
る
記
述
は
、
た
と
え
ば
『
枕
草
子
』
第

三
段
「
七
日
、
雪
閒
の
若
菜
摘
み
、
靑
や
か
に
て
、
例
は
さ
し
も
さ
る

も
の
目
近
か
ら
ぬ
所
に
、
も
て
さ
わ
ぎ
た
る
こ
そ
を
か
し
け
れ（

（（
（

」、『
源

氏
物
語
』
若
菜
上
「
正
月
廿
三
日
、
子
の
日
な
る
に
、
左
大
將
殿
の
北

の
方
、
若
菜
ま
ゐ
り
給
ふ（

（（
（

」
な
ど
が
著
名
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の

一
節
に
つ
い
て
、
南
北
朝
期
の
源
氏
古
註
『
河
海
抄
』
で
は
以
下
の
註

釋
を
施
す
。

　
　

十
二
種
若
菜

若
菜
　

薊ア
サ
ミ

　

苣チ
シ
ヤ

　

芹セ
リ

　

蕨ワ
ラ
ヒ

　

薺ナ
ツ
ナ

　

葵ア
ヲ
ヒ

　

蓬ヨ
モ
キ

　

水
蓼
　

水
雲
　

芝
　

菘
さ
ま
〳
〵
の
說
あ
り

。
…
…

　
　

七
種

薺
　

蘩
蔞
　

芹
　

菁
　

御
形
　

須
々
代
　

佛
座（

（（
（
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當
該
所
說
の
典
據
と
し
て
は
、
鎌
倉
期
の
有
職
故
實
書
『
年
中
行
事
祕

抄
』「
正
月
・
上
子
日
內
藏
司
供
若
菜
事
」
條
が
指
摘
さ
れ
る
。

十
二
種
若
菜
。
若
菜 

薊 

苣
芹 

蕨 

薺 

葵 

芝 

蓬 

水
蓼 

水
雲 

松
菘

河
藻

。
白
河
院
仰
云
、
松
字
如
何
。
師
遠
申
云
、
若
松
菘
。
上
皇
被
仰
云
、

相
具
松
進
上
。
此
僻
事
也
。

薀
菘
和
名
古
保
禰
。

七
種
菜
。
薺 

蘩
蔞 

芹 
菁 
御
形 

須
々
代 

佛
座
。

金
谷
云
。
正
月
七
日
。
以
七
種
菜
作
羹
⻝
之
。
令
人
無
萬
病
。
十

節
云
。
寀
七
種
菜
作
羹
嘗
味
何
。
是
除
邪
氣
之
術
也（

（（
（

。

若
菜
摘
み
に
該
當
す
る
草
花
に
「
さ
ま
〳
〵
の
說
」
が
あ
る
中
、
萬
病

を
無
く
し
邪
氣
を
拂
う
術
と
し
て
賞
味
用
の「
十
二
種
若
菜
」「
七
種
菜
」

が
特
化
さ
れ
た
經
緯
が
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
南
北
朝
期
の

有
職
故
實
書
『
拾
芥
抄
』
に
兩
者
の
具
𧰼
化
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。

十
二
種
若
菜
　

若
菜 

菌
ク
サ
ヒ
ラ 

莒
ヲ
ヽ
ハ
コ 

蕨ワ
ラ
ヒ 

薺ナ
ツ
ナ 

葵ア
フ
ヒ 

芝シ
ハ 

蓬ヨ
モ
キ 

水
蓼タ

テ 
水

雲 

菘カ
ウ
シ 

芹セ
リ

七
種
菜
　

薺
ナ
ツ
ナ 

蘩ハ
コ

蔞ヘ 

芹セ
リ 

菁ア
ヲ
ナ 

御コ

形キ
ヤ
ウ 

須ス

須ス

之シ

呂ロ 

佛ホ
ト
ケ
ノ
サ座

な
お
も
重
複
や
搖
れ
も
み
ら
れ
る
が
、
室
町
中
期
の
有
職
故
實
の
大
家

で
も
あ
っ
た
一
條

良
［
一
四
〇
二―

一
四
八
一
］『
公
事
根
源
』「
供
若

菜
上
子
日

」
條
に
い
た
っ
て
、「
七
種
」
を
定
說
と
す
る
斷
案
に
お
よ
ぶ
。

寬宇

平多

年
中
よ
り
始
ま
れ
る
事
に
や
。
延醍

喜醐

十
一
年
正
月
七
日
に
、

後
院
よ
り
七
種
の
若
菜
を
供
ず
。若
菜
を
十
二
種
供
ず
る
事
あ
り
。

…
…
尋
常
は
若
菜
は
七
種
の
物
な
り
。
薺な

づ
な、

蘩は
こ

蔞べ
ら

、
芹せ

り

、
菁あ

を
な、

御ご

形ぎ
ゃ
う、

萊す
ゞ

菔し
ろ

、
佛
の
座
な
ど
な
り
。
正
月
七
日
に
、
七
種
の
菜さ

い

羹こ
う

を
⻝
す
れ
ば
、
そ
の
人
萬
病
な
し
、
又
邪
氣
を
の
ぞ
く
術
に
侍
る

と
見
え
た
り（

（（
（

。

さ
ら
に
、
一
條

良
・

冬
補
『
世
諺
問
答
』
で
は
、
そ
の
效
能
と
起

源
が
故
實
化
し
て
認
知
さ
れ
る
。

問
て
云
、
七
日
に
あ
つ
物
を
く
ふ
は
何
の
ゆ
へ
に
て
侍
る
ぞ
や
。

答
。
…
…
そ
れ
に
あ
つ
も
の
を
⻝
す
れ
ば
、
萬
病
ま
た
邪
氣
を
の

ぞ
く
術
な
り
と
い
ふ
本
文
あ
り
き
。
荊
楚
記
と
い
ふ
文
に
も
、
羹

を
⻝
し
て
人
俗
病
な
け
れ
ば
、け
ふ
を
人
日
と
す
る
と
み
え
た
り
。

延
喜
十
一
年
正
月
七
日
に
後
院
よ
り
七
種
の
わ
か
な
を
供
ず
と
み

え
た
り
。
七
種
の
わ
か
な
と
い
ふ
は
、
薺
。
は
こ
べ
ら
。
せ
り
。

御
形
。
す
ゞ
し
ろ
。
佛
の
座
な
ど
な
り
。
北
野
天
神
も
和
菜
羹
啜

口
と
作
給
ひ
た
れ
ば
、
む
か
し
よ
り
侍
り
し
事
に
や（

（（
（

。

平
安
以
來
の
年
中
行
事
が
一
般
的
な
慣
習
と
し
て
浸
透
し
て
ゆ
く
過
程

で
、
室
町
期
に
は
そ
の
效
能
や
起
源
說
と
も
ど
も
有
職
故
實
の
一
環
と

し
て
再
認
識
さ
れ
、「
春
の
七
草
」
說
の
定
着
に
い
た
っ
た
も
の
と
窺

知
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
期
の
古
辭
書（

（（
（

に
記
載
が
見
出
さ
れ
る
よ
う

（
（（
（
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に
な
る
と
と
も
に
、
⻝
物
儀
禮
の
實
踐
書（

（（
（

と
し
て
も
享
受
さ
れ
、
ま
た

諸
文
藝
作
品
の
モ
チ
ー
フ（

（（
（

と
し
て
寀
擇
さ
れ
て
い
る
點
か
ら
も
跡
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
天
神
七
代
」
說
の
基
盤
に
は
、「
天
七
星
」
を
本
命
星
と
認
識
す
る

信
仰
に
、
さ
ら
に
邪
氣
や
萬
病
を
封
ず
る
と
信
じ
ら
れ
た
「
春
の
七

草
」
を
め
ぐ
る
年
中
行
事
的
慣
習
の
具
𧰼
化
と
言
說
化
が
重
疊
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
世
の
世
俗
的
な
思
想
環
境
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

「
天
神
七
代
」
說
が
單
な
る
「
七
」
の
連
想
契
⺇
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
衆

生
」
の
心
身
を
介
し
て
「
天―

地
」「
神―
佛
」
を
連
環
さ
せ
る
〝
ア

ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
と
し
て
有
⺇
的
に
作
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
世
俗
的
言
說
が
神
話
註
釋
の
言
說
と
し
て
攝
取
さ
れ
た
展
開

相
を
、
さ
ら
に
動
態
的
側
面
と
も
關
連
づ
け
て
理
解
す
べ
く
、
い
ま
ひ

と
た
び
神
話
註
釋
に
立
ち
返
り
、神
祇
灌
頂
の
現
場
か
ら
「
天
神
七
代
」

說
の
思
想
環
境
を
捉
え
返
し
て
み
た
い
。

五
　

「
天
神
七
代
」
說
の
思
想
環
境

　
　
　

―

神
祇
灌
頂
の
現
場
か
ら

そ
も
そ
も
、
先
揭
の
良
遍
に
よ
る
神
話
註
釋
に
特
徵
的
な
と
お
り
、

中
世
の
神
話
註
釋
は
「
講
述―

傳
授
」
と
い
う
營
爲
を
經
て
筆
錄
さ
れ

た
言
說
群
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
え
に
神
話
註
釋
が
『
日
本
書
紀
』

と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
裡
に
收
斂
さ
れ
た
机
上
の
座
學
な
ど
で
は
な
く
、

佛
敎
の
灌
頂
儀
禮
に
倣
っ
た
神
祇
灌
頂
（
神
衟
灌
頂
・
日
本
紀
灌
頂
）
を

媒
體
と
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
神
祇
灌
頂
は
、
授
者―

受

者
の
雙
方
が
神
話
世
界
を
感
得
し
追
體
驗
す
る
宗
敎
的
實
踐
で
あ
り
、

神
話
言
說
と
儀
禮
空
閒
が
相
互
作
用
し
た
註
釋
的
營
爲
で
も
あ
る
。「
講

釋―

傳
授
」
の
現
場
か
ら
言
說
が
喚
起
さ
れ
、
註
釋
言
說
が
信
仰
空
閒

を
形
成
す
る
。
こ
う
し
た
神
話
註
釋
を
と
り
ま
く
中
世
特
有
の
思
想
環

境
の
う
ち
に
、
註
釋
的
營
爲
の
リ
ア
ル
な
ま
で
の
動
態
が
再
現
さ
れ
て

い
る
。

「
天
神
七
代
」
說
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
營
爲
を
通
し
て
形
成
さ
れ

た
宗
敎
言
說
の
一
環
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
近
世
諸
家
に
よ

る
中
世
神
衟
說
批
判
の
源
泉
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
思
い
合
わ
さ
れ

る
。
で
は
、
神
祇
灌
頂
と
い
う
儀
禮
空
閒
に
お
い
て
「
天
神
七
代
」
說

は
ど
の
よ
う
に
⺇
能
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
思
想
環
境
を
さ
ぐ
り
あ
て

て
お
き
た
い
。

神
祇
灌
頂
の
諸
相
に
つ
い
て
は
主
要
寺
院
の
圣
敎
と
し
て
傳
存
す
る

各
種
の
「
神
祇
灌
頂
壇
圖
」
が
し
た
た
か
に
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

神
祇
灌
頂
に
關
す
る
復
原
的
硏
究
も
進
展
し
つ
つ
あ
る（

（（
（

。
こ
こ
で
は
代

表
的
な
事
例
と
し
て
、室
町
後
期
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
仁
和
寺
藏『
日

本
紀
灌
頂
圖
』
を
寀
り
あ
げ
る（

（（
（

。
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〔
圖
版
〕
仁
和
寺
藏
『
日
本
紀
灌
頂
圖
』（
室
町
後
期
・
行
與
手
澤
）

當
該
「
日
本
紀
灌
頂
」
の
作
法
次
第
・
衟
場
莊
嚴
の
具
體
相
は
松

尾
恆
一
氏
に
よ
る
考
證（

（（
（

に
詳
し
い
が
、「
天
神
七
代
」
說
に
關
連
し
て

註
目
さ
れ
る
の
は
導
線
を
た
ど
っ
た
先
の
壇
正
面
に
布
置
さ
れ
た
本
尊

壇
で
あ
る
。
本
尊
壇
に
は
、
國
土
創
生
神
話
を
𧰼
徵
す
る
「
逆
矛
」
を

中
心
に
据
え
、
左
右
に
は
「
天
神
七
代
」「
地
神
五
代
」
を
表
し
た
鏡

七
枚
・
五
枚
が
「
ア
ツ
紙
カ
板
カ
」
に
懸
け
て
配
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
形
𧰼
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
天
七
星
」「
地
五
行
」
を
か
た
ど
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
神
祇
灌
頂
の
現
場
に
お
い
て
、「
天
神
七
代
＝
天
七

星
」
說
が
本
尊
に
相
當
す
る
神
話
記
號
と
し
て
⺇
能
し
て
い
た
わ
け
で

あ
り
、
灌
頂
儀
禮
を
構
筑
す
る
現
場
に
「
天
神
七
代
」
說
が
發
現
し
て

い
た
實
態
が
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
て
く
る
。
古

い
に
し
へ

た
る
「
天
神
七
代
」
と
當い

時ま

の
「
我
等
」
を
共
時
的
に
麭
攝
し
た
儀
禮
空
閒
の
基
底
に
「
本
命
七

星
」
信
仰
や
「
七
草
」
說
な
ど
の
思
想
史
的
經
驗
律
が
連
環
す
る
點
に
、

〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
の
論
理
性
が
垣
閒
見
え
て
く
る
。
そ
の
點
に
お

い
て
「
天
神
七
代
」
說
は
、
神
佛―

授
受
者
の
一
體
化
を
理
論
化
し

觀
想
を
可
能
た
ら
し
め
る
一
種
の
實
踐
的
宗
敎
哲
學
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
徹
底
し
て
神
話
世
界
の
裡
に
「
古
代
」
を
見
定
め
よ
う
と
し
た
近

世
諸
家
の
志
向
と
の
捍
格
を
も
た
ら
し
た
所
以
も
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
と

は
い
え
、
そ
の
一
方
で
神
祇
灌
頂
の
營
爲
が
近
世
末
期
に
い
た
る
ま
で

營
ま
れ
續
け
た
事
實
も
看
過
で
き
な
い（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
儀
禮
的
實
踐
の

繼
承
と
神
話
言
說
の
斷
續
性
の
裡
に
、
中
世
と
近
世
を
き
り
む
す
ぶ
思

想
史
的
結
節
點
の
端
緖
が
見
え
隱
れ
す
る
。

六
　

結
語

如
上
、小
稿
で
は
中
世
神
衟
說
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
「
天
神
七
代
」

說
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
思
想
基
盤
と
〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
に
よ
る
言
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說
の
思
想
史
的
展
開
を
た
ど
り
起
こ
し
て
き
た
。「
天
神
七
代
」―

「
天

七
星
」
の
着
想
が
北
斗
七
星
を
本
命
星
と
認
識
す
る
思
想
を
基
盤
と
す

る
こ
と
、
そ
れ
が
生
命
を
司
る
賞
味
仕
樣
と
し
て
の
「
春
の
七
草
」
說

の
具
𧰼
化
か
つ
定
着
化
と
相
俟
っ
て
、
單
線
的
な
連
想
契
⺇
に
と
ど
ま

ら
ず
有
⺇
的
な
連
環
思
考
と
し
て
再
解
釋
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の

よ
う
な
言
說
的
展
開
を
も
た
ら
し
た
背
景
に
、「
天
神
七
代
」
說
が
神

祇
灌
頂
の
現
場
に
お
い
て
神
話
的
宗
敎
空
閒
を
構
筑
す
る
一
要
素
と
な

っ
て
い
た
經
緯
に
つ
き
再
檢
證
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

「
天
神
七
代
」
說
が
、
日
本
紀
・
麗
氣
記
と
い
う
テ
キ
ス
ト
と
灌
頂

と
い
う
思
想
發
現
の
場
を
連
關
さ
せ
る
言
說
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ

し
く
近
世
諸
家
の
批
判
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
基
底

に
想
起
・
喚
起
・
連
環
の
思
考
が
⺇
能
し
て
い
た
點
を
見
落
と
し
て
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
が
讀
み
と
れ
ず
に
理
解
不
能
と
な
っ
た
と
き
、
荒
唐

無
稽
に
す
ぎ
な
い
表
層
的
な
連
想
的
言
說
と
し
か
映
ら
ず
批
判
の
對
𧰼

と
化
し
て
し
ま
う
。
こ
の
思
考
方
法
の
懸
隔
に
、
中
世
と
近
世
の
思
想

史
的
な
斷
續
性
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、「
天
神
七
代
」
說
に
限
ら
ず
、〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
の

檢
證
に
は
、あ
る
種
の
殆
う
さ
を
伴
う
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
も
な
く
ば
、
そ
の
論
證
じ
た
い
も
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
〝
ア
ナ

ロ
ジ
ー
思
考
〟
の
坩
堝
に
吸
收
さ
れ
か
ね
な
い
相
反
性
が
胚
胎
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
非
論
理
性
を
帶
び
た
〝
中
世
の
論
理
〟
を
解

明
す
る
上
で
の
最
大
の
難
題
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
現

代
の
論
理
で
說
明
さ
れ
た
と
き
こ
そ
、
中
世
と
近
世
ひ
い
て
は
近
現
代

を
貫
徹
す
る
思
想
史
的
文
脉
が
再
發
見
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
小
稿
は
未
だ
素
描
段
階
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
認
識
も
念
頭
に
据

え
つ
つ
文
獻
考
證
お
よ
び
動
態
的
環
境
に
立
脚
し
て
〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思

考
〟
の
解
讀
を
摸
索
し
た
一
試
論
で
あ
る
。

［
註
］

（
１
）
　

〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
（
想
起
・
喚
起
・
連
環
）〟
に
關
し
て
は
、
前
田

雅
之
「
記
憶
・
連
想
・
ア
ナ
ロ
ジ
ー―

前
近
代
日
本
に
お
け
る
古
典
知

の
囘
路
」（『
文
學
・
隔
月
刋
』
第
七
卷
第
三
號
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

六
年
五
月
）
を
は
じ
め
日
本
文
學
硏
究
か
ら
の
再
評
價
は
め
だ
つ
が
、

日
本
思
想
史
學
に
お
け
る
理
解
は
依
然
と
し
て
低
調
に
あ
る
。
こ
う
し

た
中
世
思
想
史
の
現
況
に
つ
い
て
、
舩
田
淳
一
「
中
世
宗
敎
思
想
史
硏

究
の
現
在―

「
對
話
」
に
む
け
た
硏
究
史
讀
解
の
一
過
程
と
し
て
」（『
季

刋
日
本
思
想
史
』
第
八
三
號
、
二
〇
一
九
年
六
月
）
で
は
「
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
化
」
と
稱
し
て
巧
み
に
い
い
あ
て
て
い
る
。

（
２
）
　

『
日
本
書
紀
』
神
代
卷
を
基
調
と
し
て
、
中
世
に
集
中
的
に
現
れ
た

神
話
言
說
群
を
總
體
化
し
再
評
價
す
る
硏
究
視
座
が
〈
中
世
神
話
〉
あ

る
い
は
〈
中
世
日
本
紀
〉
と
い
う
槪
念
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、〈
中
世
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神
話
〉〈
中
世
日
本
紀
〉
と
い
う
學
術
用
語
に
は
、
必
ず
し
も
嚴
密
な

定
義
や
槪
念
規
定
が
と
も
な
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
廣
く
ゆ
る

や
か
に
中
世
神
衟
說
や
神
話
註
釋
に
分
け
入
る
た
め
の
學
術
的
視
座
と

し
て
理
解
し
て
お
き
た
い
。
阿
部
泰
郞「〝
日
本
紀
〟と
い
う
運
動
」（『
國

文
學
解
釋
と
鑑
賞
』
第
六
四
卷
三
號
、
一
九
九
九
年
三
月
）、
拙
著
『
中

世
日
本
紀
論
考―
註
釋
の
思
想
史
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
二
年
五
月
）、

お
よ
び
拙
稿
「
中
世
日
本
紀
」（
遠
籘
慶
太
・
河
內
春
人
・
關
根
潤
・

細
井
澔
志
編
『
日
本
書
紀
の
誕
生―

編
纂
と
受
容
の
歷
史
』、八
木
書
店
、

二
〇
一
八
年
四
月
）
な
ど
參
照
。
ま
た
、
隣
接
諸
領
域
を
ふ
く
む
硏
究

動
向
は
、
伊
籘
聰
「
中
世
神
衟
・
中
世
日
本
紀
硏
究
の
現
狀
」（『
歷
史

評
論
』
八
一
六
號
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
を
參
照
。

（
３
）
　

日
本
思
想
大
系
『
中
世
神
衟
論
』、
二
七
五
頁
。

（
４
）
　

神
衟
大
系
『
眞
言
神
衟
（
上
）』、二
八
頁
、神
佛
習
合
硏
究
會
編
『
校

註
解
說
現
代
語
譯
　

麗
氣
記
Ⅰ
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
一
年
八
月
）
も
參

照
。
な
お
、
近
刋
の
眞
福
寺
善
本
叢
刋
・
第
Ⅲ
期
神
衟
篇
『
麗
氣
記
』

に
は
最
善
本
と
さ
れ
る
眞
福
寺
本
（
正
本
・
副
本
）
の
影
印
が
收
め
ら

れ
て
い
る
。
同
書
解
題
（
伊
籘
聰
）
を
參
照
。

（
５
）
　

神
衟
大
系
『
眞
言
神
衟
（
上
）』、
一
二
四
頁
、
佐
籘
眞
人
「『
天
地

麗
氣
府
錄
』
の
出
典
・
引
用
文
獻
一
覽
（
上
）」（『
大
倉
山
論
集
』
第

三
七
輯
、
一
九
九
五
・
三
）
も
參
照
。

（
６
）
　

眞
福
寺
善
本
叢
刋
『
兩
部
神
衟
集
』、
四
四
〇
頁
。

（
７
）
　

眞
福
寺
善
本
叢
刋
『
中
世
日
本
紀
集
』、
三
七
六
頁
、
中
世
神
祇
信

仰
硏
究
會
「『
神
祇
祕
鈔
』
註
解
（
一
）」（『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思

想
』
第
一
〇
號
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
も
參
照
。

（
８
）
　

神
衟
大
系
『
眞
言
神
衟
（
上
）』、
二
一
〇
頁
、
高
橋
悠
介
「
資
料
紹

介
・
金
澤
文
庫
の
中
世
神
衟
資
料
『
日
本
得
名
』―

飜
刻
・
解
題
」（『
金

澤
文
庫
硏
究
』
第
三
二
九
號
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
も
參
照
。

（
９
）
　

續
神
衟
大
系
『
習
合
神
衟
』、
四
六
頁
・
四
九
頁
。

（
10
）
　

門
屋
溫
「
圓
環
か
ら
螺
旋
へ
」（
櫻
井
好
朗
『
神
々
の
變
貌
』「
解
說
」、

ち
く
ま
學
藝
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、
拙
稿
「「
中
世
神
話
」
の
世

界
」（
苅
部
直
・
片
岡
龍
編
『
日
本
思
想
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』、
新
書
館
、

二
〇
〇
八
年
三
月
）。

（
11
）
　

日
本
敎
育
文
庫
・
敎
科
書
篇
、
九
一
～
九
二
頁
。
本
書
の
思
想
史
的

評
價
は
、
苅
部
直
『
日
本
思
想
史
の
名
著
30
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇

一
八
年
七
月
）
を
參
照
。

（
12
）
　

岩
波
文
庫
『
古
事
記
傳
（
一
）』、
二
一
四
～
二
一
五
頁
。

（
13
）
　

日
本
隨
筆
大
成
・
第
Ⅲ
期
第
一
三
卷
、
三
〇
七
頁
。

（
14
）
　

『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
八
卷
、一
一
六
～
一
一
七
頁
。
ち
な
み
に
、

こ
う
し
た
論
調
は
、
辻
善
之
助
［
一
八
七
七―

一
九
五
五
］
が
「
先
輩

（
引
用
者
註
・
平
田
篤
胤
）
既
に
こ
の
書
の
僞
作
で
あ
る
こ
と
を
看
破
し
、

…
…
空
海
が
作
つ
た
と
い
ふ
事
に
す
る
た
め
に
、
わ
ざ
と
空
海
言
く
と

し
て
、
自
分
で
い
つ
た
こ
と
の
や
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
僞
書

の
ぼ
ろ
を
出
し
た
所
以
で
あ
る
」（「
本
地
垂
迹
說
の
起
源
に
つ
い
て
」、

同
著
『
日
本
佛
敎
史
の
硏
究
』
所
收
、
金
港
堂
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
）

と
述
べ
る
と
お
り
近
代
へ
と
搖
曵
す
る
。

（
15
）
　

〈
近
世
神
話
〉
論
の
提
言
と
し
て
は
、
以
下
の
硏
究
が
擧
げ
ら
れ
る
。
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山
下
久
夫
・
齋
籘
英
喜
編
『
越
境
す
る
古
事
記
傳
』（
森
話
社
、
二
〇

一
二
年
九
月
）「
ま
え
が
き
」（
山
下
久
夫
）「
…
…
そ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
、
本
論
集
は
、
新
た
な
『
古
事
記
傳
』
の
姿
を
提
示
す
る
た
め
に
、

同
書
を
右
に
あ
げ
た
從
來
の
構
圖
か
ら
解
き
放
ち
、
思
い
切
っ
て
〈
越

境
〉さ
せ
て
み
た
い
。
ど
の
よ
う
な
意
味
で
の〈
越
境
〉か
。
一
つ
は
、『
古

事
記
傳
』
を
『
古
事
記
』
硏
究
史
の
枠
に
閉
じ
こ
め
ず
に
、
中
世
以
來

の
『
日
本
書
紀
』
註
釋
學
、
知
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ

る
。
む
ろ
ん
、
宣
長
自
身
は
中
世
の
迷
妄
を
絶
え
ず
批
判
す
る
の
だ
が
、

彼
の
言
に
乘
る
ば
か
り
で
は
展
望
は
開
け
ま
い
。
む
し
ろ
逆
ら
っ
て
、

中
世
と
の
閒
に
連
續
性
と
水
脉
を
見
出
す
こ
と
で
『
古
事
記
傳
』
の
新

た
な
相
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」、
齋
籘
英
喜
『
古
事
記
は
い

か
に
讀
ま
れ
て
き
た
か
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
）「
中

世
神
話
の
硏
究
視
點
か
ら
見
れ
ば
、
宣
長
の
神
學
的
な
「
深
讀
み
」
も
、

註
釋
と
い
う
方
法
を
も
っ
て
神
話
を
讀
み
替
え
、
作
り
替
え
て
い
っ
た

運
動
の
一
角
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
け
っ
し
て
近
代
か

ら
見
た
宣
長
の
限
界
で
は
な
く
、
中
世
以
來
の
註
釋
學
を
受
け
繼
ぎ
な

が
ら
、
德
川
社
會
に
固
有
な
、
新
し
い
神
話
の
創
造
で
あ
っ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。
宣
長
の
『
古
事
記
傳
』
を
中
世
神
話
に
倣
っ
て
「
近

世
神
話
」
と
呼
ぼ
う
」、
お
よ
び
日
本
思
想
史
學
會
・
二
〇
一
六
年
度

大
會
（
於
・
關
西
大
學
　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

「「
近
世
神
話
」
の
射
程
と
可
能
性―

「
神
話
」
槪
念
の
擴
大
」（『
日
本

思
想
史
學
』
第
四
九
號
、
二
〇
一
七
年
九
月
）
な
ど
。

　
　
　

一
方
、〈
近
世
神
話
〉
論
に
對
す
る
中
世
思
想
史
硏
究
か
ら
の
反
應

と
し
て
次
の
發
言
が
註
目
さ
れ
る
。
門
屋
溫
「
オ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
・
ノ

リ
ナ
ガ
」（
前
揭
『
越
境
す
る
古
事
記
傳
』
所
收
）「
實
際
は
、
宣
長
が

引
き
ず
り
下
ろ
す
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
『
日
本
書
紀
』
は
か
つ
て
の

よ
う
な
光
芒
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
宣
長
は
『
日
本
書
紀
』

の
沒
落
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
神
話
」
の
喪
失
を
埋
め
る
べ
く
、

そ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
古
事
記
』
に
彼
の
求
め
る

物
語
を
見
出
そ
う
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
思
う
。
…
…
む
し
ろ
、
今
必

要
な
の
は
、
そ
う
し
た
近
代
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
祖
型
と
し
て
肥
大

化
し
た
『
古
事
記
傳
』
を
よ
む
の
で
は
な
く
、
等
身
大
の
宣
長
を
評
價

す
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
」、
末
木
文
美
士
「
神
話
創
造
の
系
譜―

中

世
か
ら
捉
え
返
す
視
點
」（
中
世
文
學
會
編
『
中
世
文
學
硏
究
は
日
本

文
化
を
解
明
で
き
る
か
』、
笠
閒
書
院
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）「
も
ち

ろ
ん
、
合
理
的
な
近
代
主
義
が
行
き
詰
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ア

ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
前
近
代
の
非
合
理
的
主
義
を
持
ち
出
す
だ
け
で

は
、
單
に
懷
古
的
な
反
動
に
し
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
世
的
な
發

想
の
特
徵
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
單
に
そ
れ
だ
け
を
孤
立
的

に
取
り
出
し
て
贊
美
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
思
想
史
の
流
れ
の

中
に
も
う
一
度
戾
し
て
、
思
想
史
全
體
の
捉
え
直
し
に
向
か
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
…
…
口
傳
や
祕
儀
を
通
し
て
發
展
し
續
け
た
中
世
的
な

思
惟
は
、
近
世
の
文
獻
主
義
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
、
終
焉
を
迎
え
た
と

さ
れ
る
。
…
…
し
か
し
、
神
話
の
展
開
か
ら
言
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も

宣
長
に
よ
る
『
古
事
記
』
硏
究
が
大
き
な
畫
期
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

…
…
そ
れ
で
は
、
中
世
ま
で
繼
承
さ
れ
た
神
話
の
創
造
は
消
滅
し
て
し
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ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宣
長
の
方
法
自
體
が
獨
斷
の
强
い
も
の
で
あ

る
こ
と
は
今
日
す
で
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
が
、
よ
り
顯
著
な
神
話

の
創
造
は
、
宣
長
を
繼
承
し
た
と
さ
れ
る
平
田
篤
胤
に
お
い
て
見
ら
れ

る
」。
小
稿
の
視
座
は
、
中
世
神
衟
說
の
再
檢
證
を
通
し
て
雙
方
の
議

論
を
架
橋
さ
せ
る
企
圖
も
倂
せ
持
つ
。

（
16
）
　

伊
籘
正
義
監
修
『
磯
馴
帖
』
村
雨
篇
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
七

月
）、
四
〇
八
頁
上
～
下
。

（
17
）
　

同
轍
の
解
釋
は
、
度
會
家
行
『
類
聚
神
祇
本
源
』
卷
第
一
五
・
神
衟

玄
義
篇
（
元
應
二
年
［
一
三
二
〇
］）
に
確
認
さ
れ
る
が
、「
含
納
」
の

重
義
は
「
祕
說
」
と
す
る
に
と
ど
ま
る
。「
問
。
天
神
七
代
有
二
廣
略

義
一
哉
、
如
何
。
答
。
就
レ
之
有
二
二
義
一。
七
代
者
羅ア

ミ

列
ツ
ラ
ナ
ル

義
也
。
一
代

者
含
納
義
也
。
以
二
含
納
一
爲
二
祕
說
一
」（
度
會
神
衟
大
成
・
前
篇
、
六

八
四
頁
）。

（
18
）
　

拙
稿
「〈
中
世
日
本
紀
〉
の
年
代
學
的
構
想―
神
代
紀
に
こ
め
ら
れ

た
叡
知
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
四
六
集
、二
〇
〇
〇
年
九
月
→
拙
著
『
中

世
日
本
紀
論
考―

註
釋
の
思
想
史
』
再
收
、
註（
２
）前
揭
）。

（
19
）
　

『
磯
馴
帖
』
村
雨
篇
、
四
〇
八
頁
下
。
ち
な
み
に
、
所
引
の
「
覺
大

師
御
釋
」
は
未
詳
だ
が
、圓
仁
假
託
の
神
衟
書
『
仙
宮
院
祕
文
』
に
「
皇

則
大
空
無
相
之
名
號
、
天
地
淸
淨
之
妙
理
、
是
法
身
之
義
也
」（
眞
福

寺
善
本
叢
刋
『
兩
部
神
衟
集
』、
三
九
九
頁
）
と
あ
る
。
傳
空
海
『
兩

宮
形
文
深
釋
』
上
に
も
同
文
所
見
（
舊
版
弘
法
大
師
全
集
・
第
五
輯
、

一
五
一
頁
）。

（
20
）
　

良
遍
『
日
本
書
紀
聞
書
』（
應
永
二
六
年
［
一
四
一
九
］
講
述
）
に
、

「
一
、
忌
二
生
死
一
事
。
虛
無
根
元
之
古

ヘ
ヨ
リ

、
形
相
麁
顯

ノ
我
等

マ
デ

、
始

終
不
レ
定

マ
ラ

。
因
緣
融
和

シ
上
去

リ
下
降

タ
ル

陰
顯
自
在
也
。」（
卷
第
一
・

第
三
條
、『
磯
馴
帖
』
村
雨
篇
、
三
三
七
頁
下
）
と
あ
る
。

（
21
）
　

同
軌
の
〝
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
〟
は
山
王
神
衟
に
お
け
る
「
七
社
」
信

仰
の
言
說
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。「
一
、
山
王
ニ
七
重
習
有
レ
之
、
其

ノ

相
如
何
。
…
…
第
七

ニ
如
影
隨
影
山
王

ト
者
、
在

ハ
レ
天

ニ
名
二
七
星

ト
一。
在

ハ
レ
地

ニ
號
二
七
社
明
神

ト
一。
此
則
行
者

ノ
七
覺
分
是
也
。
尋
二
其
本
源

ヲ
一、

東
方
七
佛
藥
師
閻
浮

ニ
移
レ
影
、
名
レ
之
云
二
七
星
一。
七
星

ノ
精
氣
降

テ
令

レ
生
二
一
切
衆
生

ヲ
一。
故
以
二
七
星

ヲ
一
名
二
本
命
星

ト
一
也
。
今

ノ
山
王
則
七

星
ノ

精
神

ナ
ル

故
、
行
者

ノ
色
體
則

チ
山
王

ノ
全
體
也
。
故

ニ
如
影
隨
形

ノ
致

守
護
給
也
。
仍
如
此
名
也

云
云
。
祕
決
云
、
七
星

ト
者
面
上

ノ
七
穴
也

云
云
。

此
則
當
體
山
王

ノ
祕
事
也
。
口
傳

云
云
。
已
上
山
王
七
重

ノ
祕
決
如
レ
斯
」

（『
溪
嵐
拾
葉
集
』
卷
六
、
大
正
藏
七
六
・
五
一
五
頁
上
～
中
）、「
問
。

七
佛
藥
師
能

ク
生

ス
ル

二
萬
法
一
方
、
如
何
。
答
。
…
…
七
佛

ト
者
體
性
也
。

七
星

ト
者
作
用
也
。
…
…
諸
佛

ニ
在
二
七
佛
一。
故

ニ
在
レ
世
七
廟
。
天

ニ
七

星
ア
リ

。
故
有
二
七
草
一。
諸
佛

ニ
在
二
七
覺
一。
…
…
問
。
本
命
元
神
方
、
如

何
。
答
。
本
命
者
七
星
也
。
無
神

ハ
者
金
輪
也
。
一
切
衆
生

ハ
最
生
結
生

ニ
七
星
頂
上

ヨ
リ

入
テ

衆
生

ノ
色
法
造

ル
也
」（
同
前
・
卷
一
四
、
大
正
藏
七

六
・
五
四
九
頁
中
）、「
又
云
、
七
重
塔

ト
者
、
衆
生
命
根

ハ
表
二
七
星
一。

有
ル

レ
有

ニ
時

ハ
現

シ
テ

二
七
星
一
成

リ
二
衆
生
本
命

ト
一、
在

ル
二
智
慧
一
時
、
現

シ

テ
二
七
佛
藥
師

ト
一、
喩

ス
二
衆
生

ノ
煩
惱
業
苦

ノ
病
一。
在
二
草
木

ノ
中

ニ
一
時

ハ
、

成
二
七
草

ト
一、
爲

リ
二
衆
生

ノ
良
藥
一
」（
同
前
・
卷
五
三
、
大
正
藏
七
六
・

六
七
七
頁
中
）。
神
代
紀
を
基
調
と
し
た
「
天
神
七
代
」
說
と
は
思
想
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基
盤
を
異
に
す
る
が
、「
衆
生
」
を
介
し
た
「
天
七
星―

地
七
社―

七
草
」

と
い
う
連
環
思
考
が
働
い
て
い
る
點
は
通
底
す
る
。
佐
籘
眞
人
「
山
王

神
衟
形
成
史
の
一
斑―

山
王
七
社
・
北
斗
七
星
同
體
說
の
成
立
を
め
ぐ

っ
て
」（『
宗
敎
硏
究
』
第
五
九
卷
第
三
號
、
一
九
八
四
年
九
月
）、
平

澤
卓
也
「
戒
家
に
お
け
る
山
王
說
」（『
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
硏
究

科
紀
要
』
第
四
九
輯
第
一
分
册
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
な
ど
參
照
。

（
22
）
　

籘
原
師
輔
『
九
條
右
丞
相
遺
誡
』
劈
頭
條
（
日
本
思
想
大
系
『
古
代

社
會
政
治
思
想
』、一
一
六
頁
）、賀
茂
家
榮『
陰
陽
雜
書
』（
中
村
璋
八『
日

本
陰
陽
衟
書
の
硏
究 

增
補
版
』
汲
古
書
院
、
一
二
〇
頁
・
一
四
二
頁
）、

『
佛
說
北
斗
七
星
延
命
經
』（
大
正
藏
二
一
・
四
二
五
頁
中
）
な
ど
。

（
23
）
　

『
磯
馴
帖
』
村
雨
篇
、
三
八
三
頁
上
。

（
24
）
　

『
萬
葉
集
』
卷
八
・
山
上
臣
憶
良
詠
秋
野
花
歌
二
首
「
あ
き
の
の
に 

さ
き
た
る
は
な
を 

お
よ
び
を
り 

か
き
か
ぞ
ふ
れ
ば 

な
な
く
さ
の
は

な
」「
萩
の
花 

尾
花 

葛
花 

瞿
麥
の
花 

姬
部
志 

ま
た
籘
袴 

朝
貌
の
花
」

（『
新
編
國
歌
大
觀
』
一
五
四
一
・
一
五
四
二
）。

（
25
）
　

木
下
武
司
『
萬
葉
植
物
文
化
誌
』（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）

で
は
「
結
論
と
し
て
、
今
日
の
七
草
の
若
菜
の
粥
が
登
場
し
た
の
は
、

早
く
て
も
鎌
倉
時
代
以
降
で
あ
り
、
定
着
し
た
の
は
江
戶
時
代
に
な
っ

て
か
ら
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
が
、
以
下
の
檢
證
結
果
に
鑑
み
る
に
、

そ
の
定
着
化
は
室
町
期
に
遡
る
。

（
26
）
　

以
下
、『
新
編
國
歌
大
觀
』
に
據
る
。

（
27
）
　

新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
『
枕
草
子
』、
二
七
頁
。

（
28
）
　

新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
『
源
氏
物
語
④
』、
五
五
頁
。

（
29
）
　

玉
上
琢
彌
編
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
角
川
書
店
、一
九
六
八
年
六
月
）、

四
六
五
頁
上
。

（
30
）
　

群
書
類
從
・
第
六
輯
、
四
七
六
頁
下
～
四
七
七
頁
上
。

（
31
）
　

增
訂
故
實
叢
書
・
第
一
一
、
四
九
三
頁
。

（
32
）
　

新
註
皇
學
叢
書
・
第
五
卷
、
一
〇
頁
。

（
33
）
　

群
書
類
從
・
第
二
八
輯
、
六
六
九
頁
上
。

（
34
）
　

『
運
步
色
葉
集
』「
七
草
　

芹セ
リ

　

薺ナ
ツ
ナ

　

五コ

行キ
ヤ
ウ

　

田タ

平ヒ
ラ

子コ
　

佛
ホ
ト
ケ
ノ

座サ
　

須ス

々ヽ
子ナ
　

蕙
ス
ス
シ
ロ

正
月
七
日
用
之
。」（
京
都
大
學
國
語
國
文
資
料
叢
書
一
、

二
一
三
頁
）。『
壒
嚢
鈔
』
卷
一
で
は
、「
正
月
七
日

ノ
七
草
ノ
ア
ツ
モ
ノ

ト
云
ハ
、
七
種

ハ
何

ソ々
。
七
種
ト
云
ハ
異
說
ア
ル
歟
。
不
二
一
准
一。
或

歌
ニ
ハ
○
セ
リ
ナ
ヅ
ナ
五
行
タ
ビ
ラ
ク
佛

ノ
座
ア
シ
ナ
ミ
ヽ
ナ
シ
是
ヤ

七
種
／
○
芹
五
行
ナ
ヅ
ナ
ハ
コ
ベ
ラ
佛

ノ
座
ス
ヽ
ナ
ミ
ヽ
ナ
シ
是
ヤ
七

ク
サ
／
又
或
日
記
ニ
ハ
、
薺ナ

ツ
ナ 

蘩ハ
コ

蔞ベ
ラ 

五
行 

ス
ヽ
シ
ロ 

佛
ノ
座 

田
ヒ
ラ

コ 

是
等
也
ト

云
云
。
但
シ
正
月
七
日
七
草
ヲ
獻
ス
ト
云
事
更
ニ
ナ
シ
。

…
…
旁
不
審

ナ
ル

事
也
。乍
レ
去
諸
人
皆
七
日
ト
思
ヘ
リ
。何
ナ
ル
事

ニ
歟
。

人
ニ

可
レ
尋
也
。」
と
諸
說
倂
記
し
た
上
で
疑
義
を
提
示
す
る
ほ
か
、「
人

ニ
三
魂
七
魄
ト
云
神

タ
マ
シ
ヒ

ア
リ
。
天

ニ
ハ

七
曜
ト
現
シ
、地

ニ
ハ

七
草

ト
成

ル
也
。

是
ヲ
取
テ
服
ス
レ
ハ
、
我

カ
魂
魄

ノ
氣
力
ヲ
增
シ
命
ヲ
延
ル
也
。
大
宗
文

王
ノ

時
ヨ
リ
始

ル
事
也
ト

云
云
。」
と
、「
人
三
魂
七
魄
＝
天
七
曜
＝
地
七
草
」

を
連
環
す
る
再
解
釋
が
な
さ
れ
る
（
臨
川
書
店
版
、六
頁
下
～
七
頁
上
）。

（
35
）
　

小
笠
原
政
淸
『
⻝
物
服
用
之
卷
』「
正
月
七
日
是
は
五
節
供
の
外
也
。

歌
に
い
は
く
。
せ
り
な
づ
な
五
ぎ
ょ
う
た
び
ら
こ
佛
の
ざ
す
ゞ
な
す
ゞ

し
ろ
こ
れ
や
な
ゝ
く
さ
。
是
は
し
ゆ
う
が
し
た
を
か
た
ど
る
。」（
續
群
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史
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書
類
從
・
第
一
九
輯
下
、
三
二
六
頁
上
）。

（
36
）
　

た
と
え
ば
、
傳
鴨
長
明
の
隨
筆
『
歌
林
四
季
物
語
』
卷
一
春
部
（
續

群
書
類
從
・
第
三
二
輯
上
）
を
は
じ
め
、
御
伽
草
子
『
七
草
草
紙
』（
日

本
古
典
文
學
全
集
『
御
伽
草
子
集
』
所
收
）
で
は
佛
傳
由
來
說
、『
旅

宿
問
答
』（
續
群
書
類
從
・
第
三
三
輯
上
）
で
は
「
哥
衟
」
に
お
け
る

朱
雀
院
よ
り
和
泉
式
部
へ
の
宣
下
奏
進
說
な
ど
、
新
た
な
「
七
草
」
起

源
說
が
繰
り
廣
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
ル
ー
ツ
未
詳
で
あ
る
が
ゆ
え
の

文
藝
的
展
開
と
い
え
る
。

（
37
）
　

最
新
の
硏
究
と
し
て
、
伊
籘
聰
「
神
衟
灌
頂
の
形
成
」（『
立
敎
大
學

日
本
學
硏
究
所
年
報
』
第
一
〇
・
一
一
號
、
二
〇
一
三
年
七
月
）、
伊

籘
聰
「
西
福
寺
の
神
衟
灌
頂
」、
鈴
木
英
之
「
神
衟
灌
頂
衟
場
圖
の
復

元
」（
と
も
に
『
佛
敎
文
學
』
第
四
一
號
、
二
〇
一
六
年
四
月
）、
米
澤

貴
紀
「
三
輪
流
神
衟
灌
頂
の
場
の
特
質
」、「
神
衟
灌
頂
の
場
と
建
物
」

（『
日
本
建
筑
學
會
計
畫
系
論
文
集
』
第
七
八
卷
第
六
八
七
・
六
八
八
號
、

二
〇
一
三
年
五
・
六
月
）
な
ど
。

（
38
）
　

阿
部
泰
郞
・
伊
籘
聰
・
原
・
松
尾
恆
一
編
『
仁
和
寺
資
料
【
神
衟
篇
】

神
衟
灌
頂
印
信
』（
名
古
屋
大
學
比
較
人
文
學
硏
究
年
報
・
第
二
集
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
）
所
揭
の
寫
眞
版
に
據
る
。

（
39
）
　

松
尾
恆
一
「
日
本
紀
灌
頂
次
第
」（
註（
38
）所
收
）
を
參
照
。

（
40
）
　

元
興
寺
文
化
財
硏
究
所
編
『
神
衟
潅
頂―

忘
れ
ら
れ
た
神
佛
習
合
の

世
界
』（
一
九
九
九
年
一
〇
月
）、
お
よ
び
註（
37
）所
揭
の
諸
硏
究
を
參

照
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
中
世
日
本
紀
、『
日
本
書
紀
』
註
釋
、
天
神
七
代
、
七
草
、

神
祇
灌
頂




